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会 期 令和7年7 月19 日（土）～8 月31 日（日）
休館日：月曜日（祝日の場合は開館、翌日が休館） 

ただし、8月 12日（火）は開館 

  時 間 9時～17時（展示室等への入室は16時 30分まで） 

  会 場 宮ヶ瀬ダム水とエネルギー館 １階特別展示室 
神奈川県愛甲郡愛川町半原 5157 問合せ 046-281-517１（総合案内） 

主催：宮ヶ瀬ダム水とエネルギー館  共催：神奈川県教育委員会教育局文化遺産課 

宮ヶ瀬ダム建設工事に伴い、1986

年から神奈川県立埋蔵文化財センタ 

ー・かながわ考古学財団によって 10 

年近くの発掘調査が行われた。 

この調査で明らかになった宮ヶ瀬

遺跡群は、中津川・早戸川の河岸段丘

上に、旧石器・縄文・弥生・平安・室

町戦国・江戸の各時代の遺構や遺物が

多数発見されている。パネル展では、

この遺構や遺物を知ってもらうと同

時にその時代の人々の営みを想像し

ていただきたい。 


